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生 計 1，444名 (男性694名、 女性750名 ) を 対













収は 1，393名 (96.5%) であった。
1 . 麻疹に対す る 抗体陰性率の 推移
麻疹抗体価は、 2008年時までは感 度が低いと
されるHI法で、行っており、 46 .0%の感受性者 (抗
2 
表1 5年間の 麻疹抗体価の 推移
体陰性者) を認めていた。 2009年以降はPA法に
て抗体価を測定しているが、 麻疹感受性者は0.3・
1.6%と大幅な減少をみている (表 1 ) 。




めており、 20 12年は6 .6% と最も少なかった (図
1 ) 。 一方、 ワクチンの接種者は年々増加してお
り、 2008年では83.5 %、 20 12年で は95 .3%の学
生が、 過去にl ないし2 度のワクチン接種を受け
ていた。 そのうち、 4 期にM (麻疹) ワクチンも
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伴い、 陽性者がx 16 以上の陽性を示しているもの
が多かった。 特に4 期接種者においては、 抗体陰
性者は3名と少なかった。 全体の抗体価のピーク
はx 1024 であり、 4 期接種者でも同様の傾向を認
めた。 一方、 医療従事者に必要とされる抗体価
(x 128 以上) に満たない者は、2009年-20 12年では、




る。 空気感染 (飛沫核感染) 、 飛沫感染、 接触感
染にて、 感染が拡がることが知られている。 我が







かった primary vaccine failure。
③幼少時にワクチンを接種していったん免疫が
作られたが、 その後抗体価が減弱した sec ondary
vaccine failure 
国立感染症情報センターの2008年の麻疹累積
報 告数 ( n=11，007 ) によれば、 ワクチン未接種が
麻疹アウトブレーク:その後 3 
表2 麻疹抗体価の分布
麻疹抗体価 2008 (HI 法) 2009 20 10 20 11  20 12 言十
くx8 122 46.0% 122 8.4% 
x8 73 27.5% 73 5. 1% 
くx 16 � � 2 0.7% 5 1.6% 1 0.3% 2 0.7% 10 0.7% 
x 16 49 18.5% 1 0.4% 。 0.0% 。 0.0% 0.3% 5 1  3.5% 
x32 11  4.2% 1 0.4% 2 0.6% 1 0.3% 5 1.7% 20 1.4% 
x64 7 2.6% 2 0.7% 6 1.9% 6 2.0% 10 3.5% 31  2. 1% 
x 128 3 1. 1% 18 6.4% 18 5.8% 23 7.6% 18 6.3% 80 5.5%1 
x256 � � 43 15.2% 48 15.5% 44 14.6% 58 20.2% 193 13.4% 





39 13.8% 78 25.2% 69 22.9% 84 29.3% 270 18.7% 









35 12.4% 49 15.9% 46 15.3% 36 12.5% 166 1 1.5% 
x4096 39 13.8% 12 3.9% 15 5.0% 5 1.7% 7 1  4.9% 
x8 192 /// 9 3.2% 7 2.3% 5 1.7% 2 1  1.5% x 16384 。 0.0% 2 0.6% 2 0.7% 4 0.3% 
計 265 100.0% 282 100.0% 309 100.0% 30 1 100.0% 287 100.0% 1444 100.0% 
表 3 4 期ワクチン接種者に おける 麻疹抗体価の分布
麻疹抗体価 2008 (HI 法) 2009 2010 20 11  20 12 計
<x8 21 1 1. 1% 
x8 71 38.9% 
くx 16 � / 。 0.0% 1 
x 16 51 27.8% 。 0.0% 。
x32 21 1 1. 1% 。 0.0% I 
x64 5.6% 1 0.6% 。
x 128 1 5.6% 8 5. 1% 1 1  














20 12.8% 53 
x 1024 6 1  39. 1% 53 
x2048 三�三/ 
19 12.2% 35 
x4096 23 14.7% 3 
x8 192 2 1.3% 4 
x 16384 � � 。 0.0% 。
計 18 100.0% 156 100.0% 180 
44.6%， ワクチン接種歴不明27.6%、 ワクチン接
種歴あり (l回接種のみ) 26 .6% と 報告されてい






性者 (抗体 陰性者) は2003年には 13.3%しかお
2 0.3% 
7 0.9% 
0.6% 1 0.5% 1 0.5% 3 0.4% 
0.0% 。 0.0% 。 0.0% 5 0.7% 
0.6% 1 0.5% 1 0.5% 5 0.7% 
0.0% 3 1.4% 9 4.7% 14 1.8% 
6. 1% 18 8.3% 11  5.8% 49 6.4% 
10.6% 30 13.8% 37 19.4% 108 14.2% 
29.4% 43 19.7% 60 3 1.4% 176 23. 1% 
29.4% 69 31.7% 4 1  2 1.5% 224 29.4% 
19.4% 38 17.4% 28 14.7% 120 15.7% 
1.7% 11  5.0% 3 1.6% 40 5.2% 
2.2% 2 0.9% 。 0.0% 8 1.0% 
0.0% 2 0.9% 。 0.0% 2 0.3% 
100.0% 218 100.0% 19 1 100.0% 763 100.0% 
らず、 その後は年々増加し、 2008年には46.0%
となった。 すなわち、 上記 の①よりはむしろ、
ワクチン接種後に一度獲得した免疫が減衰した




しているO 今回の調査でも、 感受性者 (抗体陰性
















95.6%、 第2期 92.2%、 第3期 87.2%、 第4期
78.8% と、 青年になるにつれて低くなっている2 )。
我々の調査では、 麻疹撲滅5 か年計画の開始年で
ある2008年から4 期 MRワクチン接種者が増加し
ていたが、 20 11年の79.6% をピークに、 20 12年








ると言われる。 今回の調査でも、 4 期でワクチン
接種が明白であるにもかかわらずPA法で抗体が
陰性であった pr imary vaccine failureが存在し
た。 また医療従事者は少なくともx 128 以上の抗
体価が望ましいとされているが5 )、 2009年から
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